
【第３種郵便物認可】2009年（平成２１年）10月10日 土曜日（3）

１０
月
４
日
（
旧
歴
８
月
１６

日
）
午
前
５
時
。
宇
検
村
阿
シ

マ

室
。
ま
だ
明
け
き
ら
ぬ
集
落

で
は
「
シ
バ
サ
シ
」
が
始
ま

ひ
の
え

っ
て
い
た
。
八
月
初
丙
の

日
の
ア
ラ
セ
ツ
か
ら
７
日
後

み
ず
の
え

の
壬
の
日
に
行
わ
れ
る
伝
統

行
事
。
シ
マ
の
中
央
に
あ
る

ミ
ャ
ー
（
祭
り
広
場
）
の
土

俵
脇
に
真
っ
赤
な
火
が
灯
さ

れ
、
チ
ヂ
ン
（
小
太
鼓
）
と

八
月
踊
り
唄
が
響
き
渡
る
。

「
ア
ラ
シ
ャ
ゲ
」
で
始
ま
り
、

土
俵
を
囲
ん
で
「
芦
検
坊
々

ぜ
」「
柳
葉
」「
キ
ュ
ー
ヤ

（
喜
界
）
湾
泊
り
」
の
４
曲

を
東
の
空
が
明
け
る
ま
で
歌

い
、
踊
っ
た
。
合
い
間
に
は

お
茶
、
焼
酎
、
塩
、
イ
カ
の

干
物
が
配
ら
れ
た
。

阿
室
は
３０
世
帯
６７
人
。
三

方
を
山
々
に
囲
ま
れ
、
集
落

の
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
わ
ず

か
に
畑
が
残
る
。
隣
り
の
平

田
集
落
の
境
に
あ
る
カ
ミ
ヤ

マ
に
は
シ
マ
タ
テ
ガ
ナ
シ
が

あ
り
、
ミ
ャ
ー
の
近
く
に
は

１
９
１
６
（
大
正
５
）
年
の

大
火
で
焼
失
し
た
夫
婦
松
の

後
に
植
え
ら
れ
た
マ
ツ
の
巨

木
や
ア
シ
ャ
ゲ
、
ト
ネ
ヤ
、

カ
ミ
ミ
チ
、
そ
し
て
宿
泊
施

設
完
備
の
公
民
館
が
あ
る
。

シ
バ
サ
シ
は
節
行
事
の
一

つ
。
住
家
や
家
畜
小
屋
の
軒

先
、
畑
な
ど
に
シ
バ
を
挿
す

こ
と
か
ら
「
柴
挿
し
」
と
呼

ば
れ
る
。
ア
ラ
セ
ツ
と
シ
バ

た
い
ま
つ

サ
シ
の
日
は
松
明
を
と
も

し
、朝
５
時
か
ら
踊
り
始
め
、

そ
の
間
の
５
日
間
は
夜
の
８

時
ご
ろ
か
ら
１
時
間
以
上
連

日
踊
る
。
昨
年
ま
で
は
午
前

４
時
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
と

い
う
。

シ
バ
サ
シ
ギ
ン
を
拝
む
家

は
前
日
の
ま
だ
明
る
い
う
ち

に
高
膳
に
ミ
シ
ャ
ク
、焼
酎
、

線
香
３
本
を
供
え
る
。盆
に

迎
え
る
先
祖
は
線
香
２
本
。

祖
先
と
シ
バ
サ
シ
の
神
様
で

は
線
香
の
数

が
違
う
。
代

々
父
系
列
で

相
続
さ
れ
、

そ
の
家
の
主

婦
が
拝
む
。

門
口
で
わ
ら

束
に
火
を
つ

け
、
チ
カ
ラ

グ
サ
で
た
た

い
て
炎
を
消
し
、煙
を
立
て

て
コ
ー
ソ
ガ
ナ
シ（
祖
先
の

神
様
）を
迎
え
る
。家
々
の
四

隅
に
ス
ス
キ
を
挿
し
て
悪
霊

払
い
を
し
、シ
バ
サ
シ
ギ
ン

（
ハ
ブ
ラ
ギ
ン
な
ど
と
呼

ぶ
）、カ
ミ
ギ
ン（
神
衣
）、カ

カ
ン（
ス
カ
ー
ト
）、サ
ジ（
鉢

巻
の
よ
う
な
長
い
布
）、ド
ギ

ン（
胴
衣
）な
ど
を
取
り
出
し

て
、五
穀
豊
穣
祈
願
と
シ
バ

サ
シ
の
神
を
祭
る
。年
に
一

回
の
伝
統
行
事
。６
軒
の
家

で
行
わ
れ
て
お
り
、各
家
々

で
は
４
―
５
枚
の
シ
バ
サ
シ

ギ
ン
を
東
の
方
向
に
供
え
て

拝
む
。

同
村
で
た
だ
一
人
の
ノ
ロ

下
村
タ
エ
子
さ
ん
（
８２
）
は

夫
の
浩
朗
さ
ん
（
８９
）
と
二

人
暮
ら
し
。
代
々
ノ
ロ
を
継

承
し
て
き
た
下
村
家
に
嫁

ぎ
、１
９
５
９
年（
昭
和
３４
）

年
に
「
自
分
や
家
族
、
集
落

の
た
め
に
な
る
の
な
ら
私
が

拝
み
ま
す
」と
ノ
ロ
を
継
承
。

以
来
、
５０
年
に
わ
た
っ
て
集

し

落
の
祭
祀
を
司
っ
て
き
た
。

現
在
行
っ
て
い
る
祭
祀
は
①

う
ま

４
月
初
午
の
日
に
行
う
初
ハ

マ
オ
レ
、
中
ハ
マ
オ
レ
②
６

月
の
キ
ゼ
ェ
③
８
月
第
３
日

曜
日
の
豊
年
祭
④
ミ
シ
ャ
ク

�
１
９
１
６
年
１２
月
の
大
火

後
か
ら
師
走
２
日
（
現
在
は

新
暦
の
１２
月
２
日
）
に
行
っ

て
い
る
大
災
祈
願
―
の
４

つ
。
１
月
２
日
の
「
ア
シ
ャ

ゆ

ゲ
祝
」
は
４
年
ぐ
ら
い
前
に

や
め
た
と
い
う
。

タ
エ
子
さ
ん
は「
昭
和
２２

年
頃
は
グ
チ
ヌ
シ
ュ（
男
性

の
神
役
）、ア
タ
リ（
当
番
役
）

３
人
は
カ
ネ
ク
ド
ゥ
ネ（
金

久
）
、
シ
ラ
マ
ド
ゥ
ネ
（
白

間
）、シ
モ
ド
ゥ
ネ（
下
）か
ら

選
び
、ノ
ロ
も
５
人
い
た
よ
。

宮
畑
モ
ト
マ
ツ
と
い
う
す
ご

い
神
様
が
い
て
、い
ろ
い
ろ

教
わ
っ
た
。昔
は
祭
り
の
時
、

各
家
々
が
米
を
一
合
ず
つ
持

ち
寄
っ
て
祈
願
し
、そ
の
お

米
を
ノ
ロ
た
ち
が
分
け
合
っ

た
」と
昔
を
振
り
返
り
つ
つ
、

「
与
え
ら
れ
た
運
命
だ
か
ら
、

体
が
丈
夫
な
う
ち
は
こ
れ
か

ら
も
頑
張
り
ま
す
」と
話
し

た
。山

畑
キ
ク
エ
さ
ん
（
９１
）

は
年
に
一
度
、
シ
バ
サ
シ
の

日
に
だ
け
ノ
ロ
の
衣
装
を
出

し
、
風
を
通
す
。「
昔
は
ミ

キ
や
ア
オ
ウ
ル
メ
（
ア
ジ
）

の
干
物
を
用
意
し
て
シ
バ
サ

シ
の
神
様
も
迎
え
ま
し
た

よ
」
と
話
し
、「
今
年
も
煙

に
乗
っ
て
拝
ま
れ
て
く
だ
さ

い
」
と
シ
バ
サ
シ
前
日
の
夕

方
、
わ
ら
に
火
を
つ
け
て
迎

え
、
こ
の
日
「
ト
ー
ト
ガ
ナ

シ
ま
た
来
年
も
降
り
て
き
て

拝
ま
れ
て
く
だ
さ
い
」
と
送

り
の
火
を
わ
ら
に
つ
け
、
煙

と
と
も
に
空
に
向
か
っ
て
見

送
っ
た
。
７
年
前
に
夫
の
直

三
さ
ん
を
亡
く
し
、
二
男
邦

彦
さ
ん
夫
婦
と
３
人
で
暮
ら

す
。「

シ
バ
サ
シ
ノ
カ
ミ
サ
マ

ラ
イ
ネ
ン
モ
オ
イ
デ
ク
ダ
サ

イ
」と
線
香
を
３
本
立
て
て

拝
ん
で
い
る
の
は
森
山
タ
ツ

エ
さ
ん（
８２
）。「
昔
か
ら
の
も

の
だ
か
ら
大
切
に
し
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
ね
」と
伝
統
を

守
っ
て
い
る
。福
本
千
草
さ

ん
（
７７
）
は
「
郷
土
研
究
の

方
々
が
来
て
調
べ
た
り
し
て

い
ま
す
が
、今
で
も
何
が
す

ご
い
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い

ね
」と
話
し
つ
つ
、毎
年
シ
バ

サ
シ
の
祭
り
を
継
承
し
て
い

る
。こ
の
ほ
か
、浜
畑
サ
カ
エ

さ
ん（
８３
）、保
枝
久
信
さ
ん

（
７６
）も
シ
バ
サ
シ
ギ
ン
を
保

存
し
て
い
る
。

保
枝
隆
雄
区
長
（
７２
）
は

「
昨
年
シ
バ
サ
シ
ギ
ン
を
祭

る
家
は
７
件
あ
っ
た
が
今
年

は
６
件
。
豊
年
祭
や
伝
統
行

事
に
お
い
て
ノ
ロ
神
様
の
存

在
は
大
き
く
、下
村
さ
ん（
ノ

ロ
）
が
い
な
い
と
集
落
は
ま

と
ま
ら
な
い
。
阿
室
は
ユ
イ

（
助
け
合
い
）
の
心
で
団
結

し
て
い
て
、
小
さ
く
て
も
大

き
な
集
落
。
伝
統
の
祭
り
を

大
切
に
残
し
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。

山
中
順
子（
や
ま
な
か

じ
ゅ
ん
こ
）

写
真
家
。２
０

０
０
年
か
ら
奄
美
群
島
に
通

い
続
け
１
０
０
歳
の
長
寿
者

や
伝
統
行
事
な
ど
を
撮
り
続

け
る
。「
奄
美
手
長
」の
編
集
・

発
行
や
奄
美
の
素
材
を
使
っ

た
特
産
品
も
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。

著
書「
写
真
集

奄
美
１
０

０
歳

母
な
る
シ
マ
、
生
命

の
島
」
な
ど
。

０９年１０月４日

シバサシ
宇検村阿室

写真・文 山中順子

カミギンを供え、風を通し、今年も無事にシバサシを迎えられたことに感謝する
森山タツエさん

大
き
い
ノ
ロ
の
存
在
、集
落
の
伝
統
行
事
や
ま
と
ま
り
に
不
可
欠

シバサシの朝、東に向かって供えられた高膳とシバサシギンに朝陽が射し込む�福元千草さん宅

福元さん所有の琉球紅型のドギン（左上）。シルクのように滑
らかなドギン（右上）。芭蕉布で織られた一畳を上回る薄手の
シバサシギンと福元さん（右）

シ
バ
サ
シ
の
神
様
に
感
謝
す
る
山
畑
キ
ク
エ
さ
ん
。３
本
の
線
香
に
ミ
キ
、焼
酎
が
供
え
ら
れ
て
い
る

シバサシ火。松明をともし、未明からシバサシが始まる。アラセツ
とシバサシの朝のみ松明がたかれる

「
父
が
造
っ
た
こ
の
家
や
志
を
残
し
て
い
き
た
い
」話
す
山
畑

邦
彦
さ
ん

シ
バ
サ
シ
の
日
の
ト
ネ
ヤ
。
祭
り
の
振
り
出
し
や
祈
祷
は
こ
こ
が
舞
台
と
な
る

海
沿
い
の
雑
草
の
中
か
ら
柴（
ス
ス
キ
）を
切
り
出
し
、自
宅
の
四
つ
角
や
納
屋
に
ス
ス

キ
を
挿
す
窪
茂
成
さ
ん（
８０
）

秋
葉
神
社
。
１
９
１
６
（
大
正
５
）
年
１２
月

２
日
の
大
火
の
後
か
ら
祭
る
よ
う
に
な
っ
た

集落が見渡せる秋葉神社の下手に火の
見小屋。１９６６（昭和４１）年建設

踊
り
に
添
え
ら
れ
る
茶
、
焼
酎
、
塩
、
イ
カ
の
干
物
（
右
）
午
前
５

時
。
ア
シ
ャ
ゲ
の
前
の
ミ
ャ
ー
に
集
ま
り
、
全
員
で
唄
い
、
踊
る（
左
）

ノロの「共同墓」。親ノロ、
ノロ、グジ主が同じ墓に
眠る

集
落
内
を
走
る
カ
ミ
ミ
チ
（
右
）。
秋

葉
神
社
の
上
に
あ
る
聖
地
シ
マ
タ
テ
ガ

ナ
シ
（
左
）。

浜
畑
サ
カ
エ
さ
ん
宅
の
ノ
ロ
ギ
ン
。サ
ジ
と
呼

ば
れ
る
鉢
巻
の
よ
う
な
長
い
ヒ
モ
、腰
巻
、襟

な
し
の
ド
ギ
ン
と
３
点
残
る（
右
）。線
香
３

本
、ミ
キ
、酒
の
３
点
セ
ッ
ト
は
他
の
方
々
と

共
通
し
て
い
る（
左
）。

下村さんが保存しているシバサシギン

「
来
年
の
シ
バ
サ
シ
の
日
に
、
ま
た
降
り
て

き
て
く
だ
さ
い
」
と
祈
願
す
る
タ
エ
子
さ
ん

（
下
）「
シ
バ
サ
シ
の
神
様
は
煙
を
伝
っ
て
お

帰
り
に
な
る
」
と
タ
エ
子
さ
ん
。
わ
ら
に
火

を
つ
け
、
根
の
付
い
た
チ
カ
ラ
グ
サ
で
消
し

て
煙
を
上
げ
る
（
右
）

ク
ミ
ス
ク
チ
ン
を
栽
培
す
る
森
山
利
夫
さ

ん
。
ノ
ロ
ギ
ン
を
祀
っ
て
い
る
タ
ツ
エ
さ
ん

も
販
売
を
手
伝
う

山
畑
キ
ク
エ
さ
ん
宅
。ハ
ブ
ラ
ギ
ン
と
呼
ば
れ

る
ド
ギ
ン（
胴
衣
）や
芭
蕉
布
な
ど
４
点
が
祭

ら
れ
て
い
る
。三
角
は
蝶
を
意
味
し
、魔
除
け

と
さ
れ
る（
左
）。シ
バ
サ
シ
の
神
様
を
見
送

り
、「
来
年
も
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
ね
」と
手

を
合
わ
せ
る
キ
ク
エ
さ
ん

シ
バ
サ
シ
お
膳
。線
香
は
３
本
。ミ
キ
が
３

つ
あ
る
の
は
祖
先
の
ノ
ロ
の
分
と
シ
バ
サ

シ
の
神
様
用（
右
）。森
山
さ
ん
と
娘
さ
ん

（
左
）

ド
ギ
ン（
胴
衣
）、内
側
は
深
い
緑
色
で
表

側
は
金
色
。素
材
は
シ
ル
ク

ジ ュ ニ ア

写 真 特 集

集
落
で
た
だ
一
人
の
ノ
ロ
下
村
タ
エ
子
さ
ん
。祭
壇
に
は
シ
バ

サ
シ
の
神
と
ノ
ロ
神
を
祭
り
、祖
先
の
仏
壇
と
炊
事
場
の
水
の

神
は
別
々
に
祭
っ
て
い
る

ド
ギ
ン
と
巻
き
ス
カ
ー
ト
の
よ
う
に
紺
地

の
紐
が
つ
い
た
カ
カ
ン
（
左
）。
芭
蕉
布

で
織
ら
れ
た
バ
シ
ャ
ギ
ン
、
と
て
も
小
さ

い
（
中
）。
帯
・
腰
巻
（（
右
）


